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概    要 アルツハイマー病(AD)患者数は本邦で 100 万人に達したが、未だ有効な治療薬はな
い。 AD の代表的病理所見である神経原線維変化の主たる構成要素は高度にリン酸化したタウ蛋白であ
る。さらに、AD 患者髄液ではリン酸化したタウが増加しており、重症度と相関している。AD の危険因












本邦で 100 万人に達した。福井県における AD 患者


























































                 （図 1）   
免疫組織学的検討                （図 2）            
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